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8．蛋分吸収

歳も吸収阻書をうけるものはMnOで次に甘㌔08であ

る．処理区で崖も吸収の多いのは幼形朋以前処理区であ

るl但し，Sio，性根に珪石がすこし附着しているので

例外であれCuも沈匿と惑漑朋喝の長短があるから除く・

5PP桝C11の出穂期以前処理が全期処理上カ少ないのは

当初のC11が狼かつた為と思われる・（aO・MgO　は幼

形鋼以前が余少多くをh l生殖生長後処理のCu堂が

多いのは吸収するキヤノくシテーが大きい為とも考えられ

る）．

4．要　約

以上の結果から生育時期別で吐幼形朗を界にして，幼

形期以後Cu15ppmI　が入らない場合が鎧も被害が少

なかった．

Cuが潮漑水に入ることに上って根の孝分吸収l水分

を含めて）が抑えられるが，解にマ／ガン，鉄，水分が

吸収阻書をうける．

水　稲　の　銅　害　に　関　す　る　研　究

（2）銅液濾概による被ソ；の現われ方と軽減法に関する試験

C／　糸筋く　Ji・立谷寿雄

（福島県農武）

1　　日　　　的

土壌を用いて栽培した場合の被害の現われ方と被害軽

減岳を兄い出そうとした．

2　　試　験　方　法

区名及び施肥量

志apOt2違制18株・1株3不徳）土壌は本場沖
凍土壌．品種オオトリ，（11狼匿はCuSO．を用いてCu

を0，6，50ppm

3　結　　果

区　　　　　　　　 名 Ⅳ ？，0 ■
1

瓦，O l

1　 標　　　　　　　　 準 1 ．5 1 ．5 1 1 ．5 ㌢

2　 石　　 灰　　 加　　 用 ◆ ◆ ク

3　 ベ ン・ト　ナ イ ト　加 用 ク ク
ク と

4　 線　　 肥　　 加　　 用 ノク イ・ 〃 】

5　 鉄 ． 珪　 酸　 加　 用 〃 ◆ ク　 L

そ　　　　の　　　　他 備　　　　　　　　考

消　石　灰　甜g　　　－

ベントナイト　75g　　　－

肥凱g　消石灰孤g

材　Ⅶg　スラック　劫g

緑肥吐イクリヤンライグラス

鉄材は松尾鉄分ル以上の区を

排水区　減水水深　ヰ■／日），無

排水区とし，Cuを0・5・50

Pfmを含む水道水潅漑

1．生　育

Cu．が入ると活着がうまくゆかない．草丈は生育初期

が一般にベントナイト加用が長いが．次第忙最も悪かっ

た緑肥加用が伸びて出穂頃から草丈稗長穂長が最長となる．

茎数は無排水区ではベントナイト．加用が草丈と同じく最

初は多いが．次第に鉄，珪酸加用が良くなわ農も多くな

る，穂政も同じl緑肥は悪いト　排水区吐単純でない・

CuOpp桝は榛準が良いが，5pp甲では鉄，珪酸加用が

良hl無排水と同じく，0・5ppmでは緑肥加用が悪い）

ところがCu馳ppmまでになると初朋はベントナイト加

用が巌も良いl無排水と同じ）が後期になると悪かつた

緑肥加用が良くなってくる．無排水はCuが少ないと緑

肥よ少鉄，珪酸加用が良く，Cu．が多いと緑肥が良い．

以上の傾向は穏故も同じである．

排水すると出穂が2日程早い，が緑肥加用は排水の有

無にかゝわらず2日程遅れる・

分けつ盛朗頃からCu濯概の株の葉鞘に黒褐色の紋枯

病斑に似た斑紋が現われ，Cuが高濃匿表札色が鮮明

で斑紋が大きい・

肉眼的にはタロロシス吐見えなかった．

2．収　量

無排水区lわらト標準では濃度の差が少をい．資材を

加えたものは馳pfmは明らかに惑い，6ppmとOppmで

は大差がない．1もみ）Cl1－Oppmが稔実不良ともみ

／わら比が」、さい為に収量が少なく．50ppmと大差ない

が標準l資材無添加の場合日は最も劣る．5ppmが一役

に多い．

排水区lわらI標準では50ppmが最も悪く，0と5

pfmは大差がない，資材加用ではOppmの鉄，珪酸が効

果が大きく，緑肥加用が最も悪い・lもみ）標準ではO

ppmが厳も良く．5と駈pmは大差がないが，資材加用

l石灰・ベントナイト・緑肥）によめ軸ppnは良くなる・

鉄．珪酸加用は舗ppmがやゝ劣少，5ppmが良くをって

いる．

8．Eh．

無排水．標準ではEh．の量がないが，資材添加は全て

標準より低いが，Oppmのベントナイトはかなカ高いh

7月19日忙浸ると標準は全て下る・
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排水　7月4日では標準では011加用がやゝ高く．資

材添加ではベントナイトが最も高い㍉

4　跡地土壌分析

P H
付言仙！・∴ト．ご

Fe，03痴i　多

標準弓　4．7．4．6；7．5弓11・0 1．57：0．淵

〃十・9十十叫12・4篭1・隼Lll
ク】4．9；ク15．712．0：1．帥・1．鴨

一面rr訂▲・三景；定一肯≡告一芸十一還！　ヤ！aJ u・U－　▲U・∪

5　ノク　　〃15．5：4．6；9．9■は．針　1．偽■1．退

運上竺LL⊥」旦＿坐＿J二軍上里」！些」と乳

無排水が排水工少0・5・甜ppmともKPXが低い・

X，0は無排水が排水工少多いが，ち05・F8，0，・T－Cは

無排水が排水エカ少ない・
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5．着分吸収

無排水・排水ともKMnO・F820，の吸収はCuにエカ

抑えられる，MnOの吸収の巌も少ない区は緑肥加用であ

る．NはCtlに上る吸収差はなれ　P20。は排水がCll

に上って吸収が少となる・R，0は排水するとCu・昨：上っ

て吸収が少となる．

InCu．bat◎γこ上る水溶性銅の変化

Ctl濃度の変化lrph）

‾「「首一▼▼‾‾　準

i≡≡

：＿烏

O pp〝l

TJ崇．：
14日餃

0．025

灰　鱒　用；0・070i O・186
ントナイト加用：0．140i O．121

5020 0．034

「
射
可
射
詔

▼月巴　加　用

口
一塑鞋

2　石　　灰　　加

5ppm；3　ベントナイ
刀

莞〇五
■
「霊

0．10010．620

0．105

4　緑　肥　加　用l O・030

5　鉄．珪酸加用

11　標　　　　　　準

0．052

0．048

0．050　≡　0．032

17．800

5。訂；≡ンたィて加害l…：：；：
L4　緑　肥　加　用11．260

－ト
5　鉄．珪

⊥
0．440

0．060

0．070

8．830

1．884

3．840

0．444

0．061

0．049

0．125

A lは　5ppmと川；lのHゎ′　を含む2
8　1は　5（l
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春　　分　　吸　　収　　量　（呼／珠）

1‾‾丁彗石　灰　　加
宣
梢

側

亜

！0再　ベントナイト加用】彪1

無；14　緑　肥　加　用　華袖

，：5　鉄

Il　標

加
…
堅珪
W

2　石　　灰　　加

畑
…
磁
糾

明
．
準
　
用

3　ベント　ナイト　加用・4亜

■i4　緑　肥　加
重　5　鉄．珪酸

」1標

水j

軌
窓

用
　
用
　
草

加
ル

2　石　灰　加　用l咄L
a　ベント　ナイト加用　j　4地．

＋÷芋先買－j一芸‥3準1訂6・0

水

公地・6：6班　■　18・1≒　54．4

2軋31811　19．4！鎚．2

1軋8　欄110．5　捜し7

2汲．8

茄．3

a6．9

要9．6

聖上聖上．9・＿7▲
湖．8　云　15．0！　王臥0

636・5■i13・4

m．5！13．1

2！お．31∈槌．7118．5．L　：r．2

219．9：813．7

逓25†馬9．7

8・7l　39．7

元．㌻「由．云

邪．7；55．31　6．2i j弛．8

1添．4

畑．7

552．7　き　　6．1－　；名．8

n4．2！　7．9

お0．417洪）．01　8．3

準1訂6．0・：弧．91650．0　弓　10．9

Z　石　　灰　　加　　用i　4主8．012防．0

8　ベン’トナイト加用　≡　411・0

4　緑　　肥　　加　　用　　側丑．0

珪　酸　加　用！ヨ購．0

－‾‾「有丁面万

灰　　加　　用 茄1．0

－

↑

一

」

1

1

－

1

　

－

一

十

主89．5

任妃・Ol　7・9

釘1．017．1

芸；漂：3日：：
1班．6

189．0

鮎1．0；辺拓．4

三人dの絶句臭化

畠由十霊

蓋…皇1；；…

は）．U

30．41；渇．n

41．4

60．3

50．8

診l．9

41．6

彿二百■▼

乱し8

39．3

甥．9

王沼．4

3．0

；お．5

8・8　　　訝し4

㌢至＿＿＿上竺・軍

ぱrr．111湯．7

朗．81㌘6．0

器：：愕二…
1汎4日玖0

2頭．1

劫．7

：52．8

皿7．1

170．6：180．4

Ⅳ0．3；放B．3

盟氾．81公．5

表示這1‾「‾■義兆．81蛮0．0

192．5！1軋5

2は・6；蟄9．3

1岱・81遁・9

l弱．3　L lが．4

1tB．9－1乳0
189．0】】娘2．0

4　補足実験

土壌100g，水200∝：，石灰吐消石灰2g，ベントナ

イト5g，緑肥イクリヤンライクラス5g，松尾鉄カル

2g，電熔珪カル5g　を用いて孤CでIneubatoした・

水溶性Cnの変化は前表の如くなった・即ちCuが入っ

た場合吐緑肥や鉄珪酸加用が添加されると水溶性Cu．が

減少してゆく．ベントナイト・石灰吐余れ効果がない・

叉Cl1－O ppmの万が5ppm入った区工少水溶性Cu

が多くなる場合があるがこれら水溶性Cuの増減は石一国

のEh．で説明が出来る．

Eh．が低いと水溶性Cuが少なく，Eh。が高くをると

水溶性Cuが増してくる・

5　　穿　　約

1．Cuが水稲の地上部にかな少高濃匿に含まれてい
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ても一応生育・成熟することが分った・

ou加用は組付から生育初期に特忙影響がみられ，著

しいのは活着不良を示した・しかし5ppmは勿論50ppm

でも活着後は比較的順調に生育した・設計外で行った活

着後300ppmOu加用でも出穂し約劣が稔実した・

a Cu加用で栽培すると分けつ盛朋頃から水稲の株

の水際附近の葉鞘に紋枯病斑K似た黒褐色の斑紋があら

ゎれ，euが高濃度な程その色彩は鮮明で形も大きい・

3・水稲の養分吸収に変化が起きる・：MnO・F0．0，の

吸収抑制がある・排水するとP－0．●ち0　とも阻吸収が

抑制され，打は排水・無排水とも忙吸収抑制を受けず，

むしろ増加する．

ム　併し水稲の生育収量に及ぼす影響は必ずしもCu

漢匿が多い程，ひどいとも云えない・

排水区ではOu－0区が最も良好であるが，Cu添加区

では濃度の大の方が良かった・

丘．資材添加の効果は排水区の馳ppm区では各資材

共明らかに認められた．その他の条件では明らかでない．

しかし鉄，珪カル加用は多くの場合忙効果があった．こ

とに石灰，緑肥加用吐初期生育を抑制し，生育には却て

悪影響を与えた傾向がある，併し緑肥加用は後期持直し

もみ収量には好結果を与える場合が多い．

6．水溶性Cllの減少は助．の低下と同じ傾向にあわ，

水溶性Ollの少ないのは緑肥・鉄珪酸加用であり，石灰

やベントナイトは減少の雀荘が小さい．

畑苗代におけるいもち病発生機構について

渡　　部

（岩手県農試）

東北地方の各地で畑苗代の普及に伴い．古いもち病の

発生が目立ってさている．この発生原因，機構等Ⅵつい

ては目下検討中であるが，これまでに判明した点につh

て概要を報告する．不試験は昭鉱一軸年に実施したもの

で，一部は北日不病害虫研究会l昭租）に発表した．

1　伝染源と感染時期

1．ビニール被覆期間の伝染源

播種時からビニールのすそあげ，或は除去時までの期

間は床内はビニールで密閉され外界から蓮断されている

から，この観の伝染源としては①．保菌種子，⑳．支柱

結束用表わ等が考えられる．

¢）発病は場産種子の播種と発病との関係

昭鮎，粗餐に前年ほいもち病多発田から採種したオオ

トリを無消毒区，消毒区トルベロニ／6T／10上，8時間，

液温』一鳩で】K分け，常岳通力播種し管理した．この

結果ビニール除去時，播種朝日後，同軸日後の8回調査

したが各区とも1株の発生も認めなかった．

⑦　病菌接種々子の播種と発病との朋係

昭89毎にトワダを種子消ヰ後催芽し，一方を伍一馬菌

の菌糸．胞子を接種lあご別時間），4月仏日播種．以

後常法通わ管理した．この結果も全株発病を認めなかっ

た．不期間中の床内最高気温平均は臥．2Cであった．

偶　床内の梶病わらの位置と発病との関係

昭鞄年に前年のふしいもち植病わらを表のように処理

し，以後常法通わ管理した．結果は敷わら区の発病が認

められたほかは全く発生しなかった．

以上のことから種子では伝染不能のようである．もし

種子に由来するとすれば，潜伏期間が後述するように6

－10日程度だからビニール除去時には発病している筈で

ある．わらの位置で吐敷わら区のみ発生したが．床内で

茂

はこのような極めて濃厚に，しかも苗と凄触したよう．な

極端な場合にのみ発病している・実際このような現象は

第1表　床内の濯病わらの位置と発病との関係

別

ビニールす

そあげ時の
発病株 数
l如／N 】

ら　 支柱巻つけ区 0 珠

吊　 下　 げ　 区 0

播種面薮わら区 0

処　　 理　　 区 0

区

羅病わ

去時の矧7日後の発
病　棟

17／V

株：数
14／V】

皆無に近いと思われるから，したがって通常管理では播

種時の操作の甲からは伝染源と表わ得るものは少ないも

のと判断される．

2．ビニール除去後の伝染源

ビニール除去後は直接外界にさらされ周辺の横わら等

から感染する機会が得られようが．感染の可否はこの時

朋の温度が最大の要因となろう・こゝではビニール除去

時以後苗代に接種した場合の発病の可能性，及び同時期

のわら上の分生胞子形成の可否忙ついて倹討した・

Ⅲ　苗代における感染時期

ビニール除去時以後弘一巧菌を直接畑苗代で毎回17時

に日印OrO8u叩On810ロ　を脱脂用法，噴蕗法，パンチ

法で上位第二葉に接種，翌8時匹とわ出してガラス室に

封き発病を促進させた・

の　野外にかける分生胞子形成時期

前項と同時期に前年産のふしいもち擢病わらを毎回5

不づつと少出し野外に放置．1週間後の胞子形成状況を


